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研究成果の概要 
 

英語で論文を作成する機会が増加しているが、中上級者でも適切な単語や言い

回しを選ぶのに苦労する場合が多い。たとえば、Roget の類語辞典は適切な動詞

を選ぶのには欠かせないし、動詞と副詞の適切な組み合わせは研究社の新編英和

活用大辞典などでチェックする必要がある。Websterなどの英語辞書でも用例を

確認する必要がある。近年の電子辞書はこれらの辞書の検索を統合的に行うこと

ができ、論文作成では必須のアイテムである。しかし、これらの辞書はどちらか

といえば文系寄りであり、理工系の学術論文でしばしば使われる表現でも採録さ

れていないことがある。実際には、英文論文を読んだときに気付いた表現や常套

句などをメモしておき、それを参照しながら論文を作成することになる。 

現在、全文データベースとしてのコーパスが入手しやすくなり、また、インタ

ネットには多数の理工系学術英語論文が公開されている。それらをデータベース

として豊富な文例集として活用することができる。本プロジェクトでは、専門分

野の学術論文を主としたコーパスあるいはインタネットの論文を利用し、辞書に

よる単語検索と語の文法的構文機能を利用した用例検索手法を検討・実装するこ

とを試みた。シソーラスはフリーの WordNet を利用して類義語、関連語を検索

する機能を検討し、文例の構文解析は MontyLingua を利用した。 
このシステムには、論文作成中にある内容を表現するのに用いた動詞や名詞な

どの単語について違和感がある場合、類語や関連語を検索し、さらにもとの単語

や類語・関連語による文例の検索をする機能を実装した。ところで、いくつもの

語に対して単純に文例を検索すると意図しない文例が多数検索されてしまう。本

システムでは、文例検索において、多義単語についてはその品詞を特定でき、他

の語との組合せについて、動詞では適切な副詞や前置詞など、名詞では適切な動

詞や形容詞、前置詞などとの組合せも指定して検索結果を表示する。たとえば、

“innovation＋動詞”や“analysis＋形容詞”のように主題となる名詞を主語に

とる動詞や名詞を修飾する形容詞、“keep＋副詞”のように動詞を修飾する副詞

にはどのようなものがあるか、といった例文検索が可能となる。これは、文字列

の一致によって検索した文例を構文解析することにより、このような語の品詞や

他の語との組合せの特徴を用いて適切な文例のみを抜き出している。 
以上により、利用者の意図する用例の絞り込みを多様な角度から行うことがで

き、中上級者向けの英文検索機能を実現できる可能性を示すことができた。 
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本年度は、形態素解析・構文解析ツールを使用して、単語の品詞を用いた検索

機能を実現したが、実際に使うためにはユーザインタフェースを向上させる必要

がある。検索された例文中の語を選択すると同義語・類義語を検索するリンク機

能、例文の構文木を表示する構文解析機能、といった、使い勝手のよいインタフ

ェースが欠かせない。 
今後の研究課題であるが、日本語シソーラスと英語シソーラスの対応づけをす

ることが、支援機能を向上させるためには欠かせない。実際に語を検索するため

には、日本語単語と英語単語の意味関係をある程度把握している必要がある。し

かし、初級者はもちろんであるが、中上級者であっても、専門分野から少し外れ

た近隣の分野では、その分野の用語について日本語と英語との意味関係を把握す

るのは困難である。このようなことは、共同研究をしていて論文を執筆するとき

にはしばしば経験する。日本語の意味関係に基づくシソーラスと英語の意味関係

に基づくシソーラスは、当然ながら１対１に対応するものではない。どのように

して対応させるか検討することは、今後の重要な課題の１つである。 
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